
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する ■ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

平成２５年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 歴史文化事業 担当課名 生涯学習課

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護
伝統行事や伝統的技術の伝承

4513・４５２２

事業の目的
秋田県市町村未来づくり協働プログラム美郷町プロジェクト事業として、歴史文化
資源を活用し、交流人口の拡大などを図り地域の活性化に資する。

事業コード

事業の内容
わら細工、あけびづる細工の工程の映像記録化
後三年合戦の啓発（歴史講演会、横手美郷後三年合戦活用協議会、補助金交
付）

事業の対象 横手美郷後三年合戦活用協議会、後三年合戦みさとプロジェクト実行委員会

事　業　費
年度・区分 平成24年度決算 平成25年度決算 平成26年度予算

金　　　額 - 294 304

事業の効果等
失われつつある工芸技術の記録により伝統工芸技術者の育成と伝承のための基
礎資料を作成した。横手市・平泉との連携を図り、後三年合戦の啓発が図られた。

実績・成果等
（数値）

ぞうり、ヘドロ、さんぺい、あけびづる細工の映像記録を作成した。
歴史講演会「講師：新野直吉氏」、後三年合戦活用協議会「平泉の源流ＰＲ冊子、
ＦＭラジオドラマ「ゴサキヨ」放送、後三年合戦金沢柵公開講座」

外部評価 Ｂ 評価委員意見
部局評価のとおり
作成した映像記録を学校や各種講座で有効
活用する方策を検討すべきである。

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

判定説明
及び考察

わら細工教室や後三年合戦に関する研修・啓発を実施することにより、失われつつある
歴史文化を後世に伝えていくことができる。また、わら細工作りや研修等をを通じて、地
域コミュニケーションの醸成につながっている。

事業の
方向性

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

あまりできていない

美郷町教育委員会
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